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北病棟チームカンファレンス記録

平成２０年　１月　２１日　（月）

司会　市島　正江　　　　　記録　加藤　敦子
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※出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（印）する事。

＜連絡事項＞

・４０１号室、蛍光灯の交換終了しています。

・深夜帯でのゴミ集めに関して女子トイレの汚物は、朝のゴミ出しギリギリの時間に出してはどうか？の意見が出ています。

　・汚物の量は生理のある方もいらっしゃる時とは違う為、朝ギリギリに回収しても遅番でいっぱいになっている場合がある。

　・掃除用具入れに回収箱をおいてはどうか？

　上記の意見あり。汚物入れが溜まった際は掃除用具入れに箱を置いておく事とし、

夜勤者は必ず確認をして捨てるようにしましょう。

＜患者様連絡事項＞

・坂本　秀男様～料理教室参加メンバーになっていますが、本人様より｢やりたくない｣

とのお話し聞かれています。理由について｢あのくらいのものに対し、お金を払うのが一番嫌だ。憶えても実用性がない｣と話しずらそうにスタッフに話しています。

　　　　　　　　参加拒否聞かれている為、すぐに退院の目途がついている方でもな

い為、無理強いせずにしていきましょう。

・田野畑　忠夫様～眼精疲労の訴え聞かれています。

　　　　　　　　　以前点眼薬頂いていますが無くなっていますので、サンコバ点眼薬頂いて下さい。

＜週間予定＞

・１月２２日(火)･･･平　京子様～青山荘見学１０時から

　　　２３日(水)･･･寝具交換(シーツ・枕カバー・布団カバー)

　　　２４日(木)･･･皮膚科診察

　　　２５日(金)･･･歯科診察(予定者：中野渡鉄男様・山火るい子様・滝澤久江様)

　　　　　　　　　　モップ交換

　　　　　　　　　　防災訓練

＜リハビリテーションプログラム評価、検討＞

・１/１４(月)･･･合唱とフォークダンスを取り入れていますが、フォークダンスの希望者が殆どおらず、合同で行う事あります。選択時点で歌が好きだからなのか？体を動かす事が嫌いだからなのか？今回の人数を今後の予定表作成時に繁栄させていきましょう。

・１/１８(金)･･･マレットゴルフという新しいプログラムを取り入れていますが、ボールが思うように運べず、入らず等悔しがる姿喜ぶ姿見られ集中さも見られ全員が楽しまれておりました。

＜受け持ち患者様ＮＣＰ評価・検討＞

・東海林　康之様～１/１８、ゆっくりとした口調ですが話し出すと切り上げられないでいる事見られています。普段できていた事に対し｢何でだろう｣と悩み、まとまりに欠けております。外泊からの振り返りについては｢４日間の軽燥状態は辛かった｣と話されています。

　　　　　　　　　１/２０、中途覚醒見られており、２時半に洗濯を始める事あり。理由について｢おしっこちびった。洗濯物が溜まっている。｣と話しており、洗濯時間、他者への影響を説明していますが、要求を通そうと口調強める事あります。｢生活リズムが崩れて自分が怒りっぽくなっている｣と本人なりの振り返りは出来ています。

　　　　　　　　　買い物状況では店内を落ち着きなく独語しながら探し回り、また多弁で話し掛けの多さがあります。交通ルールの面においても下ばかり向いて歩く傾向があり、危険性があるため、単独外出は、病状が落ち着くまでスタッフ付き添いで行く事にしています。本人は説明に対し病状を理解し、素直に応じられています。水曜日主治医より再確認していきましょう。

　　　　　　　　　急な外泊により、急な変化への対応が出来ずにいますので、今後訓練していくと共に、今はゆっくり休息をとるよう、声掛けを行っていきましょう。また、対応能力についてご家族にも情報提供して行きましょう。

・佐々木　康子様～病棟にも大分慣れ精神的に安定しつつあります。疾病教室・料理教室が開始となっていますが困惑した様子はありません。気持ちにも余裕がある為、本日より金銭管理訓練を開始しています。

　　　　　　　　　現在、毎月の小遣いが２万円であり、１２/２０～１/２０までに１万５千円使用されています。煙草２０箱購入し現在残が５個あると話していますが、時間経って、隠し煙草２４箱ある事伝えられてきています。

本人なりの生活の知恵だったことを認識して頂き、今後は自己管理を含めた金銭管理の必要性を伝えています。

退院に向け、生活訓練の一つとして、毎月の小遣いはどの位必要で、銀行へはどの位預けるかの目安にしていく予定ですので、２月１日より月末までは、どのくらいのお金を使っているのか知る為にスタッフは買い物に制限をかけずに、買い物をして頂いて下さい。2月の決算を出し3月に入ってから本格的に方向性を決めていきます。

＜注目患者様の看護・介護方針について＞

· 蛯名　勝幸様～1/20奥様の面会があり、本人が奥様宛てに手紙を出された件につ　

　いて本人へお話ししたという内容でした。その手紙をスタッフに渡されていますが、以前情報としてご本人は春頃の退院を考えている事、ご家族は現時点での受け入れについては前向きではない事のギャップがありました。

又「息子が高校卒業するまで、ダラダラした姿をみせたくない」という奥様の発言が聞かれており、奥様だけでなく、息子様のご協力も今後必要になって来ること、息子様を含め御家族様が蛯名様本人へ関わる事で本人の意思・意欲につなげていく事が今後必要だと思います。入院を継続させるのか、退院し地域で訓練するのかについて、ご家族のニーズ（本人にどうしてもらいたいどこまで望むか）を踏まえ看護計画へ反映させ退院までの過程として漠然となっている部分を明確な目標にしていきましょう。
医師・コメディカルを含めグループとして方針を確認しながらチームとして関わって行く事が必要です。









